
特別寄稿

前号に引き続き2005年 11月 から2006年 10月 までの活動を報告

させていただきます。

1.福 崎町 七種山            2005.11.26
2.丹 波 西多紀アルプス三尾山      2005.12.10
3.高 槻市 摂津峡新年会         2006.1.7
4.台 高山脈 高見山           2006.2.11
5. 箕面山                 2006. 3. 25
6.丹 波 西多紀アルプス         2006.4.22
7.大 山 口三瓶山             2006.5.3～ 5
8. 大阪  天保山              2006.6.17
9.大 峰山脈 八経ケ岳          2006.7.15～ 16

10。  綾部市  弥仙山             2006.9. 23
11,明 石市雑草園 (加藤邸)秋刀魚パーティ 2006.10.14～ 15
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200い n月イベン
モ種山PW

KUWV-OB近畿支部

とき:2005・ 11日 26

ところ:福崎町七種山

参加者:5期金岩、6期小川、8期篠島・節子、

11期加藤・智美、15期宇野、高村

10期藤井、

合計9名
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丹波口西多紀アルプス三尾山PW
2005・ 12・ 10KUW平 OB近畿

参加者 :6期小川、8期篠島

集合:9:00近畿道舞鶴線西紀SA天候 :晴れ

報告者 :8期篠島 益夫

今回イベントは参加常連のメン′`一のスケジi―ルの不都合を承知しながらも、

継続実施を重視して日程を決めざるを得なかつた事に加えて、参加予定者の中に

怪我による故障者が相次ぐ、というアクシデントで、活動開始以来初めての2名 のPW

となりました。
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1月 イベント 摂津峡・新年会

とき:2006・ 01.07(■ ) ところ:高槻市摂津峡・山水館

企画担当:12期日14期赤地賢―・喜久子夫妻 (劇団ベンテル ?)

参加者 :5期金岩、6期小川、8期篠島・節子、10期藤井、島林

11期 :矢崎、加藤・智美、12期赤地、14期赤地喜久子、

15期間所、高村千佳子 報告 18期 篠島益夫

スケジュール:10:15 JR高槻駅集合  10:45-11:45摂 津

峡散策11:45-13:00休憩・汗流し 13100-15:45新年会

16:15 JR高槻駅解散
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KUWV-OB

水の高見山PW
2006・ 02・ 1

盛況の1月 摂津峡新年会に続く2月 イベントは二重口奈良県境

の台高山脈の高見山での霧氷期の登山を企画したが、阪神

からは日J需り限度の距離でもあり、霧氷は天候に左右され、

必ずしも巡り会えるとは限らない事、激寒期と重なる事から、

参加者は限られる、との心配にも拘わらず、9名の参加を

得た事は企画担当としては望外の喜びでした、幸い当日は

阪神からの出発時点では雨だつた天候も予報どおり、登山口

では快晴に変わり標高1050m辺りからは霧氷にも恵まれて

標高差820mの登り下りも気にならず、久しぶりにスカッとした

山を楽しむ事が出来ました。 企画・報告担当 8期 篠島益夫

参加者:5期金岩、8期篠島・節子、10期藤井、11期矢崎・美弥子

15期間所、宇野、高村 合計9名

頂上付近の霧氷

頂上からの三峰山 頂上から曽
1爾

高原方面

2σ

1248m



箕面山PW KUWV-OB近畿支部

実施 日:3月 25日 (土 )

参加者 :5期金岩、6期小川、7期飯田、8期篠島、10期藤井、

島林、11期加藤口智美、12期赤地、15期宇野、高村 計11名

集合 :箕面自然教室ビジターセンター

コース:センターー開成皇子墓―清水谷園地 (昼食)一四反田谷

一鉢伏山頂上一エキスポ90記念の森一花の谷―堂屋敷頂上―

天丼ヶ岳頂上 (役の行者終焉地)一センター

企画担当:5期 金岩 報告 :8期 篠島
今回は初参加者に7期飯田さんを向かえての実施となりましたが、一般的なハイクコースというより

ピークを3ヵ所以上確保して歩きを充分に堪能出来るという、この地域を日頃のホームコースとして

いる今回の企画担当である5期金岩さんならではのPWでした。

職晰露渡姜卜
｀
多鑢アルフ

イ
覺PW

KUWV― 近 畿 OB会 芸:力恒2006・ 04・ 22串晨〈旨04・ 25

参加者 :6期 小 l11、 7期飯田、8期篠島、10期藤井、11期加藤 "智 美、15期高村

合計7名 拿報告者 :8期篠島 (写真提供 :篠 島、藤井、加藤 )

集合 :近畿舞鶴道 `西紀SA(9JO)・ 登山口 :篠 山市西紀町中山地区口天候 :晴

3月 初参加の7期飯田さんは今回も連続の参加で阪神組 (′ 1ヽ
jll、 飯田、藤井)と

神戸組 (篠島、加藤口智美、高村)の 2台で西紀SAに集結、春日ICで下りて中山

地区に向かう、暖かく、好天で天気は最高、予定通り10時前の登山開始となる、

この日の山は今盛りの薮機、itiJr)■・っ菫・1,■
=´

に加えて尾根筋が近ずくと、

お目当ての r_卜 か:f■ つtiが満開になつて現れ、縦走尾根はひかげつつじがぴつしり

に加えて、lf■ t.iザも、轟鞍も、いわうちオ
′
,もと続き、鏡峠付近からはまだ盛りには

早いが11ド■1‐

‐
1)|,I:′ が沢山現れるなど、表題とおりの花のPWとなつた。

下山後はワラビ摘みに興じ、ぬるめの国領温泉で汗流し後は6期小川先生の提案で

「目で見る地学研究」が加わり西紀町栗柄地区で「県道のセンターラインが分水界」と

「河川争奪現象」を教授頂き、予定外に盛りだくさんのPWとなりました。

三尾山も昨年12月 小川さんと私で歩いた3時 FE5半 までの同じコースを今回は6時間弱

かけて花見物と野の恵みを収穫しながら楽しみ、目で見る地学研修までやつて18時

半にはやっと現地解散でした。
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三尾山一鏡峠の尾根・ひかげつつじ

二尾預上―鏡峠の尾根・山桜、たむしば、ひかけ

尾
根
の
い
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残雪の大山 と秀峰三瓶山 PW
KUWV-OB近 畿 支 部 2006・ 05・ 03-05(2)白 3日 )

参議驚:阪神組・6期小川、神戸組・8期篠島、11期加藤・智美、15期宇野、

高村千佳子、松江組・10期白石淑子、金沢組・15期舟田節子    合計8名

1,贅 :・ 報彙:8期篠島 益夫
凛 ～ス :

ふ結 天候快晴 7:50篠島宅、8:30加藤宅出発、篠島車 (1ヽり::、 篠島、宇野、高村、

舟田5名 )、 加藤車 (加藤・智美、手織ドライバー)、 14:30島根県大田市三瓶町

志学口・湯元旅館集合、15:00小豆原埋没林公園、16:15県立三瓶自然館、
17:30浮布池、18100西 の原B定めの松、18:30三瓶温泉・湯元旅館
埋没林公園は3000年前の噴火で埋まつた林が発掘されたもので杉の巨木が圧巻で見所が多い、

自然館は三瓶の野山の自然を解説、紹介したもので岩石標本が勉強になる、埋没林もここでは人工的に

再現されていて見所が多い、役所でやつても見所が多いのがこの2つの施設の良いところか。

湯元旅館は38度の源泉かけ流しの湯であるが、かなりぬるめの湯であり、出た後に温まる感じ、料理は

食べきれない程のメニューとポリュームであった。(湯元旅館TEL0854-83-2215)
会食後はせっチャンの解説でヒマラヤ紀行をPCと ワイドスクリーンを使つて堪能しました。

4日 天候快晴 5:30起床、8:05湯元旅館出発、8:20東の原リフト乗り場着、

8:40太平山鞍部リフト降場、8:50太平山頂上、9120女三瓶山頂上、

10:10男 三瓶頂上小屋、10:40男 三瓶頂上発、11:50子三瓶山頂上着 (昼食 )

1::::策ギf製黒1概1:1:栞司纂寄り醐li:現%宿舎さんベ
荘で汗流し、18:30大山寺駐車場 1ヽ8:45宮 本旅館

2∂



9時からのリフトを旅館かt)の 交渉で8時半から動か tン てもらしヽ三瓶庄1火 澤縁の大手舷1鞍部まで
リフトで登り、ここから数分の大平颯JI:二登り、大画縁の山々を時計の逆周し1に一月する計画で
スタートする.太平山一女三瓶一大戻 tメー男二瓶…扇谷一子三瓶…風越峠―孫二瓶一
奥の湯峠一室′)内 池―太平山鞍部 |(‐

火「ムイ
=`,尾

|「 1(11i tt,好 天過ぎ〔
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しヽ■)|:二 てはな:Ⅲ 、`カタバミ、スミレ1上|■ ■も多く 尾′良1,IIは やまるりそう、きらんそう
きじむしろがヨち、孤三瓶頂上1可 近で:ま 葉が■

~ご
|ヽ なitヽ の Fこ1,1紫 の大形

`)花
が目立つ曙スミレ11

風越峠からり〈國原に下ろ二]―スではみつばつつじが花の盛 11で 、えいざんスミレが目立ち、火「
'ナ

■
では、まむしぐさ、やまどりぜんまい、えんれいそう等に出会ったっ
汗流し|ま 国民宿舎さんべ荘で済ませ、石見の地から――路 出雲経由大山寺 、́、三刀屋から|ま 再i4
に入り出雲路も走りやすくなったものだ。18時半には大山の展望100パーセントの黄昏の大山寺
駐車場に到着、記念撮影の後、宮本旅館に入る(

ここは部屋は男女別室、お風呂も別であったc

5日 天気快晴 6:00起床、7:00宮本旅館 出発 、7:40口 2合 日付近少体止 7:50発 、
8:10・ 4合 目少休止 8:20発、8:50日 6合 目休憩9:05発、9:40・ 8合 日付近着 9155
発、10:15大山頂上 (弥山 171lm)大休憩・昼食 口三角点往復 11:30発、
12:15・ 6合 目着12:30発、13100行者道経由元谷13:15発、13:30大神山神社
13:50宮本旅館・汗流し・ざるそば、15100宮本旅館発、18:00せっちゃん西明石駅
この日も最高の天気に恵まれて5合 目から残雪の目立つ夏山登山道で弥山頂上を目指す、道の
整備はまだ殆ど手がつけられていないが lo年余り前に比べると極めて良好だ、お陰で登り3時間、
下り2時間はコースタイムを完全にセーブ出来ている、今回は登山口でなく旅館からの時間の
カウントだし、下りは回り道になる行者道で元谷へ出ているがそれでもコースタイム以内に納まって
いたのには我ながら感心、せっちゃんには元谷や金門からの大山眺望も楽しんでもらう事が出来た .1

今日のメンバー|ま娘さスノに合流した加藤夫妻と早朝に松江に引き上げた白石さんの3人が外れて
いたが、このコースは流石に山陰N01の人気コニスだけに登山道も頂上ち人が多く、減員した寂 L′

さを感じないでも済んだが、昨年の同じ時期の東大山PWとは何という違いか、とびっくり。
それだけに同じ大山でも東と西では随分なイメージ違いだじ

大 山 9翁 鶴 付
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KUWV-OB近 畿 支部

宇野送別・天保山PW
2006口 06・ 17実施、企画 11期藤井・12期赤地、報告8期篠島

参加者
5期金岩、6期小川、8期篠島口節子、10期藤井、11期畔山・知栄子、

加藤・智美、12期赤地・喜久子、15期宇野、高村千佳子、金井

(送別会のみ参加口10期島林、11期矢崎)

集合口解散             |
」R桜島駅10:00集合、高島屋19:00解散

合計 16名

コー ス

」R櫻島一一桜島渡船場一―一―天保山渡船場――天保山2等3角点一一

天保山公園一一地球深部探査船ちきゅう号・船内見学一一天保山マーケット

プレースーー通天聞一一本町上海新天地マーケットーー香港楼一一難波高島屋

(KUWV-OB中 村元風氏口作品点)

イベント概要
6月企画は7月 に東京に異動する15期宇野さんの送別会を兼ねていたのでPW
は2等三角点天保山から街をウオークするものであつたが途中から雨も加わり

地球号船内見学も含めると約4時間の街歩き(渡船、地下鉄含む)となつた、

送別会場、楽しいイベント、余興の準備など今回の企画は山企画では使わない

知恵を絞つて頂き演出をして頂きました、企画担当の藤井さん、赤地さんには

大変ご苦労をお掛けいたしましたが、お陰で素晴らしい送別の宴と参加者のリフ

レッシュが出来たと思います。

_L"饉装鍛鶴懸夫嚢
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KUWV-OB近 畿 支 部

幻の名花・おおやまれんげ&近畿の最高峰・八経ヶ岳 PW
実施 :2006・ 07・ 15-16報 告 :8期 日篠島益夫

参加者 :6期小川、8期篠島・節子、10期藤井、島林、11期加藤・智美、矢崎、森川、

15期高村 合計 10名

集合 : R309林道・行者還 トンネル西 口駐車場 神戸組 9:20着、阪神北摂組 10:45着

コースタイム (7月 15日 ):11:15昼 食後西日登山口出発-13:15弁 天の森-1
3:50藤 井 0し ょうき蘭発見-14:20聖 宝の宿跡-15:35お おや

まれんげ発見 (H1750m地 点)-15:45弥 山小屋到着オオヤマレンゲ自生

地探勝  16:00-16:55
(7月 16日 ): 頂上ウオーク 6:35弥 山小屋出発-7:05人 経ヶ岳

頂上・休憩-7:50弥 山頂上―小屋 8:00下 山 8:15小 屋出発-9:
00聖宝の宿跡 (小休止)-9:45弁 天の森 (大休止)-11:10奥 駈

出会 (小休止)-11:45行 者還 トンネル西日駐車場

企画担当 : 10期・島林仁司

概要 :実施 日の前後が殆 ど雨や大雨だったが、 15, 16日 は最高の天候に恵まれ、昨年

は大雨で断念 したこの企画も2年ぶ りで実施できた、登山口駐車場確保の為、早めに神戸

を出た神戸組の車は神戸から約 3時間後の 9:20頃 に西口に到着 したが、不安的中で駐

車場が満杯、かなり下の道路わきに確保 したものの、ここから西日登山口への折 り返 し登

山が思いや られたところ、西口に残 した女性陣が下山者の車を探 し当てて確保 してくれた

ので登山口の前に駐車場が確保出来た事もラッキーであった。企画者の島林 さんががこの

方面に詳 しい事、事前調査登山をしていてくれた事、頂上付近の小屋泊を入れていた事も

あ り、ゆつくりしたペース配分で自然を楽 しみながらの山行きとなった。特に日本最多雨

地の大峰山系の山は樹林が深 く、聖宝の宿跡辺 りからは下草の羊歯類や苔類が地面をいろ

どり、外の山では味わえない緑濃い登山道を楽 しむ事が出来た。弥山小屋近 くなるとこの

山の魅力の頂点であるオオヤマ レングも見え出し,今にも降出 しそ うな夕立の気配のなか

を最後の急登を過ぎると小屋が見え、小屋に着いたとたんに堰を切つたように夕立が降 り

始めたがその時は全員が小屋の中にお り雨には逢わずに済んだ、大休止 と雨上が りの後、

小屋を出て人経頂上方向のオオヤマ レンゲ自生地へ向かつた。雨上が りの鞍部の広い自生

地まで 10分ほどで到着、花盛 りのオオヤマ レンゲを楽 しんだが、植物園などで見る栽培

種よりも雄蕊の色が違い、葉、花 とも少 し小さめで可憐であつた,こ の付近はサンカヨウ、

カラマツ草も多い。
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八経ケ岳頂上

オオヤマレング

翌朝はこの先をさらに 10分程進んで八経ヶ岳頂上へ、残念ながらガスで視界 1ま 不良であつたが頂上

に近い自生地を楽しむ事が出来、大満足で下山開始、小屋からは登りの逆コースで3時間半で西口駐車

場へ下山した、最後の奥駈出会いからの急降下はこんな道を登つてきたのか、とびっくりするほどの急

降下であったが、この登り1時間余りを下りはほぽ半分の 30分余りで下つた事になる。下山後は 2台

の車に分乗して黒滝村森物語園地へあせ流しと昼食の為に下山し、午後 3時半過ぎに現地解散 して帰路

につく、神戸組は 18時半ころには自宅に帰着 .

小離の横にある国立公園の看板
弥山小屋と書の歩道
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綾音F市 ]年イ山山PW
KUWV¨OB・ 9月 イベント 2006・ 09日 23実施OB会近畿支部  :

参加者 :5期金岩、6期小川、8期高水間淑子、篠島口節子、10期藤井、
11期加藤口智美、畔山・知栄子、12期野村、15期高村千佳子 合計12名

企画担当:10期藤井(現地案内は12期野村)報告 :8期 篠島益夫
コースタイム〔金岩作成)

=ス タ イ ム (平 成 ■ 8年 9月 23日 r十 油 い

KUWV‐OB近畿支部

グルメと交流とウオークで充実の

秋刀焦ノ電―テイ
実 施 2006・ 10日 14-15

織 要

2003年 (平成15年 )9月 に支部発足以来一回日の秋刀魚パーテイを開いてから今回で4回 目に
なりました、名付けの親は発足準備時代から世話役である11期加藤さんでその時以来、開催場所も
明石雑草園(加藤邸)でしたが今回も雑草の面影こそなくなつてしまいましたが従来どおり加藤邸の家、
庭、駐車場を占拠させて頂き実施する事が出来ました、偏に加藤家の支部活動への理解とご協力の
賜物であると、感謝しております。
今回の参加者は開催直前まで参加エントリーが増え続けて、今までにない20名 の参加となりました、
遠くは東京・関東2名 、金沢2名 、名古屋1名など近畿以外からの参加も日立ちました、
本当に有り難い事です。
参加されるか開催を聞き知つた有志の方の予想もしない差し入れ等も多く、食べ物も消化し切れず、
翌日に持ち越すとか、体験発表も準備された人数とそのポリュームの多さから発表時間が不足して、
発表も断念いただく場合も出るなどグルメも発表も準備過剰気味かとも思われますが、
に充実した2日 間となりました。
食懃・イニン iヽ 準:纂 :11期 加藤忠好 脅場摯営ス窒■誰滲 :11期 加藤智美

壼i::15期 高村千佳子 議各
.:8期

篠島益夫

参雛奏

4期下出、5期金岩、6期小川、7期飯田、8期伊豫、篠島・節子、10期藤井、
11期森川、加藤口智美、井上和子、12期野村、15期間所口美智代、舟田節子、
金井、宇野、高砂篤子、高村千佳子 計20名

登 山 者 :′ 1ヽ ′1:、 篠 Ќ
"詞

、カロ津藤,こ ヨ雲、

考

9月 23日 (L) モ ノレー ル 少 路 駅 発
藤 井 氏 の 車 で 出 発 (豊 中 駅 、 空 港 線 下 、 山

幹 、 尼 宝 線 )

綾 部 安 国 寺 ICで
一 般 道 ´ ヽ _

菫 墨 壁 J二 生 H■ 、野 村 車 、畦 山 車 と 合 流
野 オ寸氏 に よ る コ ー ス 説 明 、各 位 自 己 紹 介 後 、

ノ』ヽ休 止

大 本 教 開 祖 修 業

"ヽ

月に7● t■

=ホ
イ山 LL L迪 丁頁 昼 食

豊 讐[山 口 75ヽ ら σ )重姜 菫 け 時 閣 :

ノJヽ 休 止

採 取

豊 山 口 ^下 山 山 頂 か ら の 実 動 時 間 :1時 間 50分
や宇三ニヨEF号 民主

国 宝 ニユニE門 観 ツし

あ や べ 温 泉
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～古希を迎えて、いつそ う盛んなり～
3期 西 尾 皓 史

ワンゲル創部時代に生きた古い渡 り鳥は、そろそろ「古稀」を迎えます。

白楽天は “人生七十古来稀なり"と 言つたが、我々は学生時代にワングルで鍛えた強靭な体力の

お陰で、みんなが「古稀」を元気に迎えることができそ うです。

「第 1期～第 4期 OB会」は、1999年 から毎年、場所を変えて開催 してお りますが、徐々に参加

メンバ‐が増える傾向にあり、今年の、第 8回 「伊那路をめぐる」2泊 3日 の旅には、 19名 のメ

ンバーが参加 し、松本城、木曾駒ヶ岳ロープウエー、諏訪、霧ケ峰高原など、全員元気いつぱい

歩き回つてきました。

そして来年は、5月 18.19.20日 の 3日 間、「大山城 。明治村 と中部国際空港を歩く」とい うテーマ

で、第 9回 「第 1期～第 4期 OB会」の開催を予定してお ります。

そのため、名古屋在住の森島稔さん (第 4期)が中心になつて、先 日 (9月 15,16.17日 の 3日 間)、 5

名の渡 り鳥が参加 して 「下見ツアー」を実施 しました。

そのときの、日本ライン下りの写真を添付 します。

メンバー全員が元気なので、「喜寿」を迎えるまで、場合によつては 「傘寿」を迎えるまで、こ

の企画を続けたいと思つてお ります。

前から、下出、田村、森島、手前に小林、西尾の順です。

毎※:
●■:,中■,■



15期会 金沢編  2006
文責 奥名

11月 という月ほど気まぐれな月はないのではなかろうか。夏の名残のような暖かな空気が南から吹き込む

と半袖でも汗ばむ日があるかと思えば、雪になるのではないかと思えるほどの議昆じりの冷たい日もある。そ

うかと思えば澄み切つた秋空が広がつて、木々や車花の紅葉との鮮やかなコントラストにさわやかな晩秋の落

ち着きを感じる日もある。恒例そしてやや高齢となつた15期 (昭和 45年入部)会を開催した今年の 11月 3‐4

日はまさに秋日和といえる日となつた。

……お誘い一―

私たちが卒業してから30年近くの歳月が流れ、日本全国

どこでも言えることですが30年前の面影を残すところは少

なくなつています。金沢の街の新しい顔と吉い顔を肴にして

飲んで、食つて、語りましょう。

2006年 11月 3日 (金)祝日～ 11月 4日 (土 )

金沢市内

奥名

皆さん

今回の参加者

20名中22名 (家族込み)

予想を上回る盛況で宿泊人数分が予定の

旅館に確保できず、舟田邸へ女性一部が

分宿となり、ご迷惑をおかけしました。

(奥名邸にも一応寝る場所は確保してお

いた)

時

所

催

力

日

場

主

協

行動予定

3日 :喫茶エリー⇒石川門⇒金沢城公園⇒21世紀美術館⇒「あまつ1詢 にて宴会

4日 :梅の橋⇒徳田秋声記念館⇒ひがし茶屋街⇒主計街→泉鏡花記念館⇒ビス トロとどろき

3日 劇 1ヽ早朝

夜行バスで早朝金沢駅前に降り立ったM縄君は浅電で内灘方面をウロウロ。かつて浅野川電気鉄道だった時

分についた呼び名「あさでん」は北陸鉄道となつたが今でもこの名が使われているのはうれしいことである。

駅の東口も西日も変貌が激しく西側に住んでいる私は東口にはほとんど縁がなく、たまに行くとその都度様子

が変わつていて驚くことが多い。他の皆さん (千葉 東京、神奈川 静岡 愛知 滋賀 大阪 兵庫)はそろ

そろ家を出発する頃。

3日 PM l時 喫茶エリー

まだ大学が城内にあつたころ石川門付近 (部室から近い)の喫茶店といえば、「パーク」「ミカド」「コーヒー

館」「白鳥」そして「エリー」といつたところ。あのころのまま残つているのがこの「エリー」である。ソファ

ーはところどころ破れて、お運びさんも年季が入つてきた。いつまでも残つていて欲しいものだ。ここで合流

したのは今回の中心人物となるU野君。早朝から歩きつかれたM縄君は県立美術館でひと休みしている。

3日 PM 2時 石川門 金沢城公園

急逮決定した企画「美しい金沢のわたし」

キャッチフレーズ

きものの似合う街、金沢へようこそ !!

そして、地元の方も是非、古都をきもので歩いてみませんか?

「金沢きものパスポート」

並木町 (元橋場町)舟田邸にて着付け、その後この金沢城もと我々の時代のキャンパスに集合。
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途中大手間あたりで予想通り外国人に捕まつた

もよう。しかしその詳細は不明。待つことしばし。

しかし心配性のM縄君には長い時間と感じたよう

でなかな力fl着 しない彼女らを思つて落ち着かず。

自分が疲れていたためひどく思えたのだろう。優

しいやつだね。

(←二の丸広場にて)

久しぶりで訪れた城内のあまりの変貌ぶりに以

前― を思い出せないでいた。金沢城のガイド

(まいどさん?)の尋常でない説明に一同笑いな

がらもやや唖然とした。M林君登場。先ほど電話

したときにはまだ家にいたというのに。

3ヽ 日 PM 3時  いもり坂を下り、市役所をぐるりと回つて柿木畠ヘ

大家族 M田 (なんでこんなに MI」助 りヽなのだ)家二人娘と奥様、S木、M宅君などあらかた集まる。最後

に残ったのはM下君だ。電話するとまだ山中温泉に浸かつてレセプトなるものを作っているという。医者とい

う商売もこれでなかなか大変なようで、それにひきかえサラリーマンは気楽だれ 宿での着付け中しばし歓談
`

3日  PM 4時 30分  21世動

高尚な趣味を持

つものが多いので

先ずは2年ほど前

に付属小中学校跡

地にできた金沢2

1世紀美術館へ出

向く。ここは21
世紀と名乗るだけ

あつて従来の美術

館とは趣が違う。

建物自体平べつた

い円形をしていて

美術館だぞという

威張つたところがない。ふだんは夜8時まで営業している。

展示物はあまりよく覚えていないほど素晴らしいものだつた。よくわからんものもずいぶんあったが・…。

奈良美智さんの日のつりあがつた少女の絵、新作「Moonlight Serenade‐月夜曲」が注目の作品である。妙な

ものがいくつもあったがきつと覚えている人はいないであろう。外へ出るともう日は落ちていた。

3日 ]闊〔 6時 旅館へ戻る しばし歓談

最後のひとりM下君が登場。そして一番先に戻ることになつている。医者はつらいね。

3日 PM 7時  「あまつI詢 にて宴会

大勢で集まるには「あまつl詢 はいいかもしれないが、今回の22人はやや中途半端な人数だつたのか向か

い合わせの長い御膳がならび、端から端まで随分距離があつて酔つてしまうととても行けそうになしヽまどだ。

それぞれに近況を披露し、心地よい酔いがまわつてくる。U野君はつい先頃までひとりで淋しがつていたはず

なのに、いつのまにか埋め合わせておつりが来るようなことになつている。まあいいか。

宿に戻り、全員がそろつたばかりであるのに、もうM下君は帰る。そして大阪からやつてきた S木君も早

朝3時の「きたぐに」で戻るという。最後まで起きて、酒と共に付き合つてくれたのは誰だか知らないが、あ

りがとう。持つべきものは友ですな。       J7



4日 晴れ 東山界隈散策

並木町舟田邸再度集合、駐車スペースもぴったり。
AM9時
まだどこも開いていないのでゆっくり浅野川沿い

に梅の橋へ向けて歩く。川面ではカルガモが遊んで
いる。土手沿しヽこはツワブキの責色い花が大きなま

るい葉の緑とともに美しい。映画やテレビドラマに
よく使われる梅の橋はこの日も俳優さんや撮影スタ
ッフと観光客とでにぎわっていた。

お嬢さん2人は数日前金沢駅東口にオープンした
金沢フォーラスヘ。

D02935

酬
1:.  さす力`こ観光名所のひとつで次第に人が多くなり、わずかな古い

:、1  町並みは人で溢れてきた。お土産を買つたり記念写真を撮つたり金

,:  沢に住んでいながら観光客気分であった。30年ほど前、社会人に
1   なつた年に初めてそこの職場の所長に連れてきてもらった。そこが

どの店か良く覚えていない。入るなり急で狭い階段を登つたこと、
そこで飲んでいるときに三味線の音が聞こえていたこと、わずかに隙間の開いたふすまの向こうに赤く怪しげ
な大きな蒲団が見えていたことなどは覚えている。そのときは30分ほどして帰
れといわれた。

銭湯「東湯」を確認後、主計町へ向かう。子供の遠足同様目に付いたものがあ
ると立ち止まつてしまう。団体行動が取れず全員なかなかそろわない。浅野川大
橋を渡つたところでM宅君と別れる。久しぶりに奥さんと金沢でデートだという。
主計町というところはかつての花街であるが、あまり人は多くなく静かで落ち着
きがある。道はやっと人すれ違えるほどの幅しかなく、家々はつながってくっつ

きあつている。隣近所の生活が丸見えの様で今時の人にはストレスがたまつてし
まうかもしれない。そんな町に「くらがり坂」と呼ばれる坂があり、遊びに行く
旦那衆が通つた坂という。ここは夕暮れ時が風情があつて似つかわしい。

この坂を上ると泉鏡花の生家を記念館とした「泉鏡花記念館」がある。なかは

あまり広くないが凝ったつくりになっていた。歩き
つかれていたがもう少しゆつくり見学していたかっ

た。

浅野川を再び渡り、元銀行の建物だつたという大
正ロマンを感じさせる「ビス トロとどろき」でランチをとる。ハヤシライスのご飯

の量がやたらと多かつた。相当おなかがすいているように見えたのかもしれない。

食後解散。皆さんありがとう。また会いましょう。

3∂

橋を渡つてすぐ右手に建つ「徳田秋声記念館」。館長であろうか分
かりやすい解説にこれまであまり知らなかった徳田秋声という人の
一面を知る。「あらくれ」ぐらいしか読んだことがなかった力ヽ それ
もほとんど覚えていない。少し読んでみるかなどと思つたりもした。

このとき何人かは二日酔しヽこ苦しんでいたという。
そう言えばおとなしかったな。

ひがし茶屋街へ向かう。途中何名力Чまぐれる。
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